
 緑が目に染みる季節になりました。いよ

いよ夏、農作業も本格化してきています。 

皆様いかがお過ごしでしょうか。 

  

 しかし世の中の厳しさはいっそう深まって

います。行政によるあたたかな施策が求めら

れています。 

 

 こうした中で６月議会において職員の賞与

削減が提案され承認されました。民間の厳し

い状況から見れば当然の処置であると考え

ます。議員賞与も削減されました。 

 

 子育て世代へ朗報です。国民健康保険の

改正で出産一時金が４万円増額されます。

この１０月から再来年３月末までの期間限

定ですが期限後も継続してほしいものです。 

 

 先日新人議員５名で保育園の視察を行い

ました。子供達の笑顔がとても素敵でした。

老朽化している園舎をなんとかしなければと

感じました。 

 

 さて、待ちこがれていた助産所もいよいよ

具体化します。７月の臨時議会に予算が提

出され、建設に着手。来年３月にはオープン

の予定。夏から出産の受付が始まります。 

 

 わが家は巨峰農家です。房切り、粒抜きと

１年で一番忙しい季節を迎えました。 

 

 さわやかな風につつまれ、カッコウの声を

聞きながら緑の中で作業していると、自然と

向き合う生活もいいものだとあらためて感じ

ています。 
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２日は滋野保育園の入園式、４日は東部中、６日は

滋野小の入学式に出席しました。入園・入学された

保護者の皆様おめでとうございました。５日と２０日は東京で行

われた財政講座に出席しました。１９日は中屋敷区の運動会、２

３日はまちづくり懇談会、２４日は議員研修会、２５日は健康づく

りシンポジウム、２６日は青少年育成協議会に参加しました。２９

日には祢津歌舞伎を観劇しました。感動しました。 

  

１０日は赤岩のつけば会で川魚に舌鼓を打ちまし

た。１１・１２日と滋野議員団として視察、市との交渉、

１８・２０日は新張の採石場の視察、２２日は上田ハローワーク前

で開かれた派遣社員の方の生活相談に参加、２５日は議員研

修会、８日は病院へ要望を語る会に参加しました。３０日は私の

６０才の誕生日でした。娘から祝いの品が届きました。 

  

わが家は安心の家です。３日は滋野小学校の見守

り隊紹介式で子供達に紹介していただきました。４

日から１９日まで６月議会。９日に一般質問を行いました。１３日

は東御清翔高校の多部制・単位制を考える会、１４・２１日には

消防団のポンプ操法大会に出席。１６日は採石場、１７日は保育

園の視察。２３日から２５日まで生ゴミの堆肥化、健康づくりなど

をテーマに議会の社会福祉委員会の視察に参加しました。 

４月 

５月 

６月 

お元気ですか 

東御市滋野乙2724（中屋敷公民館前） 

Tel ･Fax0268（62）2070 

お困りごと相談所 

お気軽にご相談ください。 



若林「合併特例債は有利だ、使わなければ損だと言 

  わるが本当か。合併特例債は交付税で措置され 

  ると言われるがどういうことか」 

総務部長「東御市の借金は３９９億円、そのほか債 

  務負担行為（注）で６９億円ある。今後平成２５ 

  年度には３２３億円となり７５億円減少する 

  見込みだ。合併特例債は事業費の９５％が借り 

  られ、その償還金の７０％が措置され、交付税 

  が増額される」 

若林「交付税が増えるということだが実際には交付 

  税は平成１７年をピークに減少している」 

総務部長「交付税の算出の中で合併特例債の償還費 

  が考慮されているが、三位一体改革の中で総体 

  的に交付税が圧縮されていることはあるかもし 

  れない。平成２０年度の交付税は４２億円だ。 

  合併特例で４億円増額されているが２６年まで 

  だ。合併１１年目からは段階的に減額され平成 

  ３２年には３８億円になる」 

若林「これまでもらえたお金も減ってくる。償還金 

  を措置されても交付税は減額される。だから特 

  例債は必要不可欠なものに限定すべきだ。将来 

  的に交付税は今より１割削減される。先行きの 

  厳しさは今まで以上のものがある」 

市長「合併特例債に関しては有利ということよりも 

  必要性で判断したい」 
（注）債務負担行為とは土地開発公社などの借り入れに際 
   し金融機関に対して市が保証することです。経営破 
   たんした場合は市が支払わなければなりません。 

若林「協働とは行政と市民とが対等のパートナーと 

  して問題解決にあたることだと言われる。市長 

  の考える協働のまちづくりとは何か」 

市長「協働のまちづくりとは行政と住民が信頼関係 

  をより深め、一体となり、互いに支えあい、よ 

  り良い社会の実現を目指すことだ」 

若林「昨年御牧原保育園では大変不幸なことがあっ 

  た。市は翌年度の募集停止を唐突に通告、住民 

  の署名運動が起きた。住民との協働ということ 

  では大変残念であった。住民と十分話し合う努 

  力をすべきであったと考えるがどうか」 

市長「意見が違うことについては議論をし、多数決 

  で決することが民主主義のルールだ。去年の秋 

  に関しては募集の停止は取りやめた。自らの主 

  張をはっきり語ることが重要だ。もっと早く市 

  民をまじえて始めるべきであったと考えるが、 

  議論を始めるのに遅すぎることはない」 

若林「これからはスローガンとしての協働を脱皮し 

  本当の意味で行政と住民がパートナーになる時 

  期がきている。そのためには住民合意のルール 

  づくりが必要だ。これが『まちづくり自治基本 

  条例』だ。まちの憲法ともいえる。条例制定に 

  向け取り組むべきではないか」 

市長「基本条例ついては行く行くはそういう方向性 

  だと思うが、いまは協働のまちづくりを考え、 

  積み重ねてゆくことが大切だと考えている」 
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■ ６月議会ーいまこそ協働のまちづくりを！ 

さわやかな季節になりましたが、世の中は不安に満ちています。

不況は一層深刻で、景気はますます落ち込んでいます。 

仕事を失ったり、給与がカットされるなど私達の生活は危機を迎

えています。行政の役割はこれまでになく大きくなっています。 
  

私は、６月議会では３点について市長の見解を聞きました。 

合併特例債の活用は必要性で判断すべきこと、協働の街づくり

のため自治基本条例を検討すべきこと、新張の採石場の拡大は

慎重にしてほしいと述べました。 

 合併特例債は有利な借金か？ 

   地方交付税は徐々に削減されて行きます。 

   特例債は必要性で判断すべきです。 

 協働の街づくりに必要なものとは 

   行政と市民はパートナーです。 

   自治基本条例への取組みが必要です。 



■院内助産所－来年３月オープン 
  

 院内助産所は７月臨時議会に補正予算が上程さ

れ、８月中旬から本体工事に着工、３月オープンの

予定で進んでいます。３月からの分娩予定者の受付

は８月頃から始まります。 

 助産所の建設場所は市民病院の駐車場の東側、

和洋合わせて５つの個室、子育てのための多目的

ホールが設けられます。  

■舞台が丘再開発基本構想 
  

 老朽化した本庁舎の改修、手狭になった図書館の

整備、バリアフリーへの対応、駐車場不足等に対応

するため、１１月末までに区長会長など諸団体１５名

で構成される委員会で基本構想を策定します。 

 ３月末までに基本設計をとりまとめ、平成２３年に着

工、平成２５年の完成を目指します。毎月末、市民

説明会を開催します。７月は下記の通りです。 
  

 ◎市民説明会 ７月31日（金）午後６時半より 

        人権啓発センター（中央公民館南側） 

若林「湯の丸高原の山肌に三角形に岩肌が露出して 

  いる所がある。ここは採石場だ。今回採石場をさ 

  らに拡大する計画が出ている。市長は採石法に 

  もとづきどのような意見書を提出するのか。緑 

  化は進んでいるのか。地元住民から反対の声が 

  出ているがどのように受け止めているのか」 

９千５００万円の平成２１年度補正予算成立。 
歳入歳出は１２６億２百万円となりました。 

 新張の採石場の拡大に反対 

   際限のない自然破壊は認められません。 

   災害防止・緑化推進の協定が必要です。 

採石場で業者から説明を受ける皆さん 

産業建設部長「採石法にもとづく意見書には自然環 

  境・水源保全ための緑化の推進、災害防止とし 

  て調整池や沈砂池の管理、大型車の運行につい 

  て意見を付して行きたい。緑化は工程表に従っ 

  て進められている。緑化は国・県が確認するま 

  で事業者の責任だ。住民の意見も参考して現地 

  確認も含め業者指導をして行く」 

若林「２度にわたり現地調査を行ったが緑化が適切 

  に行われているとは言いがたい。植えた赤松が 

  枯れ、鹿による食害も多く斜面の土砂の崩落も 

  見られた。慎重を期すべきだ」 

市長「現在の社会では資材として砂利は必要だ。行 

  政と業者双方が努力することだ。緑化に関して 

  は最大の努力をして行きたい」 

若林「採石場はハザードマップでも危険箇所となっ 

  ている。江戸時代にも大洪水（注）が起きている。 

  業者と災害防止・緑化推進についての協定を取 

  り結ぶ考えはあるか」 

市長「先方の了解が得られれば取り結び、一緒に協 

  力して行きたい」 
（注）戌の満水（いぬのまんすい）‐江戸時代の寛保２年 
  (1742)集中豪雨で所沢川が決壊、土石流で耕地が流失、   
  金井で１１３人・常田で６８人が犠牲になりました。 

 ６月議会は６月４日から１９日まで開催されました。 

まずこの間市長が行った専決処分、人事院勧告に

よる職員の賞与削減などが承認されました。その後 

平成２１年度の一般会計補正予算９千５００万円が

提案され、全員一致で承認されました。 

 緊急雇用対策として７９名の雇用創出、商工観光

課の北御牧庁舎への移転、プレミアム商品券の購

入状況などの説明がありました。国民健康保険条例

の改定により平成２１年１０月から２３年３月末までに

出産した場合、出産一時金が４万円引き上げられ、

４２万円になります。 
  

    ▼ 補正予算の主な内容 
・ コミュニティＦＭ開局準備コンサル料   300万円 

・ 伝統文化継承事業助成金（西宮ほか）   590万円 

・ 景気落ち込みによる法人市民税還付金 2800万円 

・ 緊急雇用創出事業の人件費等               1047万円 

・ 福祉施設への防火設備設置費用        940万円 

・ 医学生奨学金の増額（２名から４名へ）  480万円 

・ 病院事業会計への繰出（案内看板他）   1898万円 

・ 和小学校１３０周年記念事業補助金      350万円 

議会 
雑感 

（３） 



 滋野保育園は拡張できないため現地における建替

えは難しいと思われます。一方東保育園の保護者の

皆さんの中には現地での建替えをという声もあると

聞いています。これから市から具体的な説明がある

と思いますが、ご意見をぜひお寄せください。 

 保育園の建設には保護

者の皆さんはじめ地域の

皆さんの協力が欠かせま

せん。どんな保育園にし

たらいいのかとことん話

し合って、子供達の未来

のためにより良い方向を

見出していくことができ

ればと思っています。 

 

保育園建設ーあなたはどう考えますか？ 

 市内には現在８つの保育園がありますが、中央保

育園（北御牧）を除きいずれも建築後２２年から３

６年を経過し老朽化が進んでいます。３才未満児保

育実施に伴い教室数も足りない状況です。 

 滋野保育園は庭が狭く十分な遊びができません。

送迎時の駐車場も不足しています。教室数が足りな

いため３才から５才児まで一緒にした縦割り保育

を実施しています。縦割り保育にはそれなりの良さ

もありますが課題もあります。０才児と１・２才児

も一緒に保育しています。プールも小学校と一緒で

す。東保育園は建築後３１年を経過、シロアリの被

害が出るなど老朽化が一段と進んでいます。 

 これに対し３年前に新築された中央保育園は広

く使い勝手も良好、けがをしないように柱の角を丸

くするなど細かい所に心が行き届いています。 

 今年２月、保育園の在り方検討懇話会から老朽化

した保育園の建替えの答申が行われ、市は合併特例

債の活用を検討しています。しかし建替えは市に

とっても大きな財政負担となります。同じお金をか

けるなら現状のままで建替えるより、まとめてより

良いものにしたらどうかという意見もあります。 

 こうした中で、１地区１園に統合したいという方

針が市長から示されました。滋野地区では滋野保育

園と東保育園との統合が課題となります。 

▼ 先日半日の間に滋野地区で野火火災が２件続 

  きました。しかし場所の指示があいまいで戸惑 

  いました。幸いすぐに消火されましたが住宅火 

  災だったらと思うとぞっとしました。 

▼ 今後も皆様のご要望実現のために精一杯取り 

  組んで行きたいと思っています。ご要望やご相 

  談などありましたらお気軽にお電話ください。 

▼ 先日娘さんのお産で苦労したという方のお話を 

  お聞きしました。あちこちで断られやっと決ま 

  ったとのこと。「これまではひとごとだったけど 

  厳しさを実感した」と話してくれました。同様の 

  話をほかでもお聞きしています。いよいよ助産 

  所がスタートします。 

▼ ５月中旬、滋野議員団として通学路や道路補修 

  の現地視察・行政交渉を実施しました。 

▼ わが家の太陽光発電所がスタートして４ヶ月に 

  なります。はじめて収益がプラスになりました。 

  ★５月の電気料金 支払 ６,８３３円 

           受取 ８,６８２円 

 編集後記 ーご意見・ご感想をお寄せください。 

■ 老朽化する保育園 

滋野保育園や東保育園など市内の７つの保育園は老朽化し建替えが必要です。 

子供達の未来のためにどんな保育園がいいのか、とことん話し合ってみませんか。 

■ 統合してより良いものを 

■ ご意見をお寄せください 
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■ブログをご覧ください 
  ブログに議員活動を掲載しています。 

http://blog.goo.ne.jp/dragonfly_nagano/ 
（「若林みきおの議員日誌」としても検索できます） 

東御市立保育園の状況 

滋野保育園 

東保育園 

保育 
園名 

園児 
数 

建設 
年度 

建築 
面積 

園庭 
面積 

経過 
年数 

西部 78 人 Ｓ48 731 ㎡ 700 ㎡ ３６年 

東 62  Ｓ53 586  800  ３１年 

和 91  Ｓ54 735  1,200  ３０年 

御牧原 16  Ｓ54 524  2,200  ３０年 

祢津 102  Ｓ56 833  1,500  ２８年 

田中 157  Ｓ61 1,095  1,100  ２３年 

滋野 90  Ｓ62 799  700  ２２年 

中央 104  Ｈ18 1,313  1,800  ３年 

 


